
光をつかまえて

２０１７年３月２３日（木）－ ６月２７日（火）

アジアギャラリー

作品リスト

古代から人びとはうつろいやすく実体のない「光」を

とらえようと、さまざまな発見や発明を繰り返してき

ました。美術の長い歴史においても「光」をどのよう

にとらえ、表現するかは本質的なテーマのひとつです

。また、美術における「光」の意味と効果は時代ごと

に変化し、絵画にはじまり版画や写真へと進んでいき

ます。

本展の導入となるライオネル・ウェントは、スリラン

カのコロンボ出身の写真家です。ウェントは、ロンド

ンで法律と音楽を学んだ後、1930年代初めから本格的に

写真作品の制作に取り組み始め、コロンボに写真スタ

ジオ「チトラフォト」を設立しました。1943年にはスリ

ランカ初の近代美術グループ「43年グループ」の創設に

尽力したほか、スリランカでの近代美術や写真芸術の

普及に貢献しました。

ウェントが写真作品の制作に取り組み始める約100年前の1839年、写真機の礎となるダゲレオタイプがフランスで発明され、それまでは

絵画や版画で行っていた図像の記録方法が大きく前進します。同時に、機械的に「光」を取り込み図像を定着させる写真は世界中の人び

とを熱狂させ、さまざまな技法が開発されました。ウェントも例外ではありません。技法のあくなき探求と、故郷スリランカの日常的な

風景を愛情を込めて捉えようとした彼の作品は、本展で紹介する他の作品を読みとくヒントにもなるでしょう。

本展では、「光をつかまえて」というタイトルから３つのテーマを導きだしています。≪信仰の光≫では、宗教や神話をテーマにした象

徴的な作品を。≪人間と自然を照らす光≫では、その土地の息吹をリアルに描きだす作品を。最後の部屋の≪またたく都市の光≫では、

急速に発展する都市の輪郭を爆竹や炎の光で記録した作品をご紹介します。うつろいやすく実体のない「光」をアジアの現代作家たちが

どのように表現し、何を照らしだそうとしたのか。作品ひとつひとつの「光」を感じていただければ幸いです。

▲ライオネル・ウェント（スリランカ）
『少年と波（連作より）』
ゼラチンシルバープリント
（ポジとネガのソラリゼーション）（1938年頃）

▲ライオネル・ウェント（スリランカ）

『南に向かう独身者』

ゼラチンシルバープリント（不詳 (1933-37)）

▲プラトゥアン・エームチャルーン（タイ）
『はすの葉の中の生の反映』
油彩・画布（1980）

▲モンティエン・ブンマー（タイ）
『喜捨』
テラコッタ・鋼鉄・金箔（1992）

▲カーマ・ワンディ（ブータン）
『火―風の馬』
インク、アクリル、布旗（2005）

▲チョインドンギン・フレルバータル（モンゴル）
『最後の祈り』
油彩・画布（1993）

『喜捨のためのスケッチ（Ａ）～（Ｃ）』（1992）
色鉛筆・紙

『水―風の馬』
インク、アクリル、布旗（2003）

▲スー・シンピン（蘇新平）（中国）
『頂光　その一 ～ その三』
リトグラフ・紙（1992）

『期待』
リトグラフ・紙（1989）

『日の出』
リトグラフ・紙（1991）

▲ツルテミン・エンクチン（モンゴル）
『窓』
油彩・画布（1987）

▲ジョン・イ（鄭芸）（中国）
『北方』
油彩・画布1989

▲ツェレンナドミディン・ツェグミド（モンゴル）
『不思議なこと』
油彩・画布（1993

▲カジ・ギャスディン（バングラデシュ）
『夜の物語』
油彩・画布（1996）

▲リム・ポーテク（林保徳）（シンガポール）
『スリリング・シティ No.5』
アクリル・画布（1991）

▲キム・ソンヨン（韓国）
『花火』
ビデオ（4分57秒）（2006）

▲ツァイ・グオチアン（蔡國強)（中国）
『私はE.T. 天神と会うためのプロジェク
ト: Project for Extraterrestrials No.4』
火薬、墨・和紙・画布（1990）

▲ジャン・ダーリー（張大力）（中国）
『200143b』
写真（2001）

『200149a』
写真（2001）

信仰の光 人間と自然を照らす光 またたく都市の光


